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生活支援コーディネーター(地域支え合い推進員)の活動を報告します

令和５年度 第２回手稲区生活支援推進連絡会開催しました

令和６年1月22日、今年度第２回目となる手稲区生活支援推進連絡会を開催しました。

今回は生活支援コーディネーター、地域住民組織、関係機関等21名が参加しました。連絡会

では、前田中央商店街振興組合(以下、商店街)に新たに参加いただき、理事長の竹内伸二氏や

幹事の倉本興賢氏より、商店街の加入店舗が39店舗(令和６年１月現在)あることや個別配達し

ている店舗があることなどのお話しがありました。また、出席いただいた団体の活動報告や意

見交換を行い活発な情報交換の場となりました。

さらに、商店街の加入店舗である倉本道新販売店からは、新聞配達時にポストに新聞を落と

さず挟んだままにすることで「新聞が数日溜まっていないか」「新聞を取りに来れているか」

を確認しながら見守りに気を配っているなど、とても有意義なお話しを聞くことができ、新聞

配達を通した見守り活動について話し合うきっかけとなりました。

今後もこのような話し合いの場を通じて、関係機関や地域住民の皆さんと情報共有しながら

活動を進めてまいります。

道新販売所が行っている地域の見守りに関する取り組みを紹介！

『道新あんしんサポート』をご存じですか？
詳細は裏面をご覧ください

知恵袋

担い手の養成や社会資源の把握、地域の生活
支援ニーズ把握など住民主体の支え合い活動を
推進するため、関係者間で共有し、今後の支え
合いの仕組み作りに向けた取り組みを検討・協
議する会です。

手稲区生活支援推進連絡会とは？



日頃の生活を支える情報をお知らせします

札 幌 市 手 稲 区 社 会 福 祉 協 議 会
〒006-0811 札幌市手稲区前田１条１１丁目 手稲区民センター１階

担当：生活支援コーディネーター
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「道新あんしんサポート」の利用までの流れ

まずは、お電話で
(最寄りの販売所へ)

申込書に記入し
登録完了。
※申込書を持って
スタッフが訪問

配達スタッフが
配達時に新聞が
溜まっていないか
確認

申込書に記入した
緊急連絡先に連絡
(３か所まで記入可)

たまっていれば

①申し込み ②登録 ③配達時に確認 ④連絡

北海道新聞をご購読いただいている方は無料で登録ができます。
ただし、札幌・北広島・石狩※一部エリアを除く市内にお住いの方限定です。

「道新あんしんサポート」をご存じですか？

例えば、ポストに新聞がたまっており、チャイムを鳴らしても応答がない場合など

事前に登録した親族や知人の方に連絡をするサービスです。

新聞は月１回の休刊日を除き、毎朝自宅のポストに配達されます。

新聞配達を通じて「異変」の早期発見に貢献し、地域を見守る活動を行っています。

登録者には「見守りカード」が渡され、氏名や生年月日の他、通院している病院や

血液型が記入できます。冷蔵庫など目立つ場所に貼っておくと、緊急時の必要な場合

に役立ちます。

手稲区内 道新販売店一覧（ホームページより抜粋）

・新発寒 松岡販売所 手稲区新発寒４条４丁目４－１２ 

・手稲前田 倉本販売所 手稲区前田８条10丁目５－１８ 

・手稲富丘 関谷販売所 手稲区富丘２条５丁目１－１ 

・手稲中央 佐藤販売所 手稲区曙５条2丁目７－６３ 

・手稲星置 渋川販売所 手稲区星置2条8丁目１－３３ 

・手稲稲穂 斉藤販売所 手稲区稲穂3条2丁目１－４６ 

お問い合わせは最寄りの各店舗へお願いします。

利用対象

道新あんしんサポートとは？

道新あんしんサポートは、北海道新聞販売所が新聞がたまっている状態を確認した場合、あらかじめ登録

していただいた緊急連絡先に連絡する無料のコールサービスです。

011-685-6101／0120-685-610

011-683-4933／0120-683-493

011-682-5451 

011-683-2356 

011-688-1773／0120-721-104

011-683-1615 
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